
主催：会津地域文化藝術フォーラム

申込
裏面

<後援＞福島県立博物館 喜多方市 会津文化観光連携協議会 福島民報社 福島民友新聞社
福島テレビ 福島中央テレビ 福島放送 テレビユー福島 ラジオ福島

令和７年度福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）

写真：恋人坂（喜多方市）

２０２6 in 喜多方

◆ 開 会（14:30～14:50）
○ 主催者挨拶（兼）問題提起 髙野武彦（当フォーラム代表理事 福島大学客員教授）

◆◇◆ 新春パネルディスカッション ◆◇◆（15:05～16:50）

新しい年を迎え、現在喜多方市で活躍している皆さんとともに、これからの喜多方・会津が

未来に向けて、どんな『会津・喜多方物語』が描けるのか、会場の皆さんと一緒に考えます。

＜パネリスト（50音順）＞ 進行:髙野武彦

○荒川健吉氏（環境部門：荒川産業株式会社代表取締役社長）

○石島来太氏（教育部門：ＮＰＯ法人かけはし代表理事・元地域おこし協力隊）

○石田俊輔氏（アート・国際教育部門：喜多方市文化課・元地域おこし協力隊）

○木元葉菜氏（まちづくり部門：レトロ横丁商店街活性化企画）

○高橋真志氏（観光・交通部門：会津サイクリング株式会社（ヨシハラ商会）代表）

○武藤 忍氏（美容部門：忍伝堂KITAKLATA代表・元地域おこし協力隊）

◆ 交流会(17:00～18:30)
講師の皆さんを囲んでの交流会（立食） 参加費:3,000円

◆特別企画：「二丁目の夕陽」の移動販売 福島県立博物館等文化芸術関連書籍販売

会津の県公式イメージポスター「来て。」集結 会津17市町村観光パンフ勢ぞろい等

＜基本テーマ＞

みんなで紡ぐ未来に向けた「会津・喜多方物語」
～本との出会いから未来の地域づくり～

新 春

会津塾：無 料
交流会：3,000円



 

１ 開  会 （14:30～14：50） 

  ○ 主催者挨拶（兼）問題提起 髙野武彦（会津地域文化藝術フォーラム代表理事 

福島大学客員教授 福島県社協副会長等） 

  

 

 

 
 
 

～ 休憩（15分）～ 

 

 

 

 

 

２ 新春パネルディスカッション（15:05～16：50） 

テーマ：みんなで紡ぐ未来に向けた「会津・喜多方物語」 
         ～本との出会いから未来の地域づくり～ 

 

 

 

 

 

   ＜パネリスト（50 音順）＞                進行：髙野武彦 

○荒 川 健 吉氏（環境部門：荒川産業株式会社代表取締役社長） 

○石 島 来 太氏（教育部門：ＮＰＯ法人かけはし代表理事・元地域おこし協力隊） 

○石 田 俊 輔氏（アート・国際教育部門：喜多方市文化課・元地域おこし協力隊） 

○木 元 葉 菜氏（まちづくり部門：レトロ横丁商店街活性化企画） 

○高 橋 真 志氏（観光・交通部門：会津サイクリング株式会社（ヨシハラ商会）代表）  

○武 藤   忍氏（美容部門：忍伝堂ＫＩＴＡＫＡＴＡ代表・元地域おこし協力隊） 

 

※地域を代表する方々から「応援メッセージ」もいただきます。 
   

  
 

 

 

 

３ 交流会（17:00～18:30） 
         パネラーの皆さんを囲んでの立食懇談会です。 
      会費：３，０００円   多くの皆さんのご参加をお待ちしております。 
 

 
 

 特別企画２    

 

 新春「会津塾2026in喜多方」プログラム 

申 
込
方
法 

申込みは左記ＱＲコード、WEB(https://www.aizu-bungei.or.jp/20260117aizukitakata/） 

入力またはメール（info@aizu-bungei.or.jp）に以下の①～④を記載の上お送りください。   
①件名「会津塾参加申込」② 氏名  ③  交流会参加の有無 ④ 連絡先             

会津の福島県公式イメージポスター「来て。」集結 

会津１７市町村の観光パンフ勢ぞろい   

福島県立博物館・会津文藝 連携協定記念「小彼岸桜のはちみつ」販売 

「会津はひとつ」をスローガンに掲げ、会津地域の市町村長の皆さんと全国初の自治体 DX や広域
連携指針をはじめ、新規広域連携事業を次々と展開した元会津地方振興局長の高野代表理事。 
 「会津はひとつ」の原点には、赤坂憲雄先生が編纂した『会津物語』がある。書店や本のもつ知の
拠点や地域づくりの拠点としての機能等も含め、現在、福島大学客員教授（地域政策）や福島県社協
副会長等を務める高野代表理事から本日のパネルディスカッションへ導く問題提起をします。 

現在、喜多方市で活躍している皆さんから、テーマに即したお話をいただきます。 
まずは、ご自身のお気に入りの本（小説、新書、写真集、図録、マンガ等何でも良い）の紹介とご

自身の地域づくりに向けた思いを語っていただきます。 
さらに、午年の令和８(2026)年、新しい年を迎え、これからの会津・喜多方が未来に向けて、どん

な『会津・喜多方物語』が描けるのか、会場の皆さんとともに考えていきます。 
 

 

会場には「二丁目の夕陽」から持ち込まれた古書が勢ぞろいします。 
また、福島県立博物館等の図録など文化芸術関連書物も並びます。 
これらの書物から読みたい本を探したり、パネルディスカッションに

つなぐ時間にしていただければ幸です。 

 特別企画１     

 

https://www.aizu-bungei.or.jp/20260117aizukitakata/
mailto:info@aizu-bungei.or.jp

